












































































































表 1　 B リーグの 18 チームおよび本稿で用いるチーム名の記号
《掲載文の種類》 
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BリーグとNBAのスタッツ分析













GSW Golden State Warriors
HOU Houston Rockets
IND Indiana Pacers
LAC Los Angeles Clippers





NOP New Orleans Pelicans
NYK New York Knicks




POR Portland Trail Blazers
SAC Sacramento Kings
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Opp PTS Opponent Points 相手チームの得点数
FGA Field goal attempts フィールドゴール試投数
FGM Field goals made フィールドゴール成功数
2PA 2-point field goals attempts 2点シュート試投数
2PM 2-point field goals made 2点シュート成功数
3PA 3-point field goals attempts 3点シュート試投数
3PM 3-point field goals made 3点シュート成功数
OREB Offensive rebounds オフェンス・リバウンド数
DREB Defensive rebounds ディフェンス・リバウンド数
Opp DREB Opponent Defensive rebounds 相手チームのディフェンス・リバウンド数
TOV Turnovers ターンオーバー数
FTA Free throw attempts フリースロー試投数
FTM Free throws made フリースロー成功数
POSS Possessions ポゼッション数
Opp POSS Opponent Possessions 相手チームのポゼッション数
式１ Possessions （POSS ）＝  FGA －  OREB + TOV + 0.4 × FTA
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 × 100Offensive Rating （ORtg ） ＝
＝Defensive Rating （DRtg ）  × 100









Turnover percentage （TOV% ）
 × 100＝Free throw rate （FT rate ）
＝
FGM + （0.5×3PM ）
FGA
 OREB 
OREB + Opp DREB
 × 100
＝Offensive rebounding percentage （OREB% ）
Effective field goal percentage （ eFG% ） ＝
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5、式 6、式 7、式 8）。















このように、2 点シュートと 3 点シュート
を単純に加算したフィールドゴール・パーセ
ンテージ（FG%）では、本来の効率が分から


















 B リーグと NBA のそれぞれにおいて、オ
フェンス・レーティング（ORtg）、ディフェン
ス・レーティング（DRtg）の関連を確認した。 

































Field goal percentage （FG% ） ＝
式10
＝ （ 2PM＋3PM ）+ （ 0.5×3PM ）
（ 2PA＋3PA ）
Effective field goal percentage （ eFG% ） ＝ FGM + （ 0.5×3PM ）FGA
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図 1 　調整されたオフェンス・レーティングと調整されたディフェンス・レーティング（B リーグ）
タイトル（柱） 
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注 1．全 18 チームの Offensive Rating および Defensive Rating の平均が 100 になるように調整した 
      2．上位チーム（B.LEAGUE CHAMPIONSHIP 2016-17 に出場した 8 チーム）に下線と斜体を施した 
図 1 調整されたオフェンス・レーティングと調整されたディフェンス・レーティング（Bリーグ） 
 
 











チームは 1 チーム（IND）のみであった。 
 以上のことは、ネット・レーティング（NRtg）














































注 1．全 18チームの Oﬀensive Rating および Defensive Rating の平均が 100になるように調整した
注 2．上位チーム（B.LEAGUE CHAMPIONSHIP 2016-17に出場した 8チーム）に下線と斜体を施した



















注 1．30 チームの Offensive Rating および Defensive Rating の平均が 100 になるように調整した 
2．上位チーム（プレーオフに出場した 16 チーム）に下線と斜体を施した 
図 2 調整されたオフェンス・レーティングと調整されたディフェンス・レーティング（NBA） 
 
（2）Four Factors と NRtg の関連 
 以降では、Four Factors とネット・レーテ
ィング（NRtg）の関連を検討する。すなわち、
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（2）Four Factors と NRtg の関連
　以降では、Four Factors とネット・レーティ
ング（NRtg）の関連を検討する。すなわち、






グ（NRtg）を、縦軸に Four Factors を示すこ
とにする。







Oliver（2004）は Four Factors の中で、フィー
ルドゴール・パーセンテージの要因が非常に重要
であるとした。本稿では、B リーグと NBA の両
方でこの見解が支持されたといえる。
図 3 　エフェクティブ・フィールドゴール・パーセンテージとネット・レーティング（B リーグ）
タイトル（柱） 












た（r=0.85）。続けて、NBA の結果を図 4 に
示す。ここでも、両者には強い正の相関がみら







注 1．上位チーム（B.LEAGUE CHAMPIONSHIP 2016-17 に出場した 8 チーム）に下線と斜体を施した 
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注 1．上位チーム（プレーオフに出場した 16 チーム）に下線と斜体を施した 
図 4 エフェクティブ・フィールドゴール・パーセンテージとネット・レーティング（NBA） 
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図 5 　オフェンス・リバウンドの機会に対する支配率とネット・レーティング（B リーグ）
タイトル（柱） 
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注 1．上位チーム（プレーオフに出場した 16 チーム）に下線と斜体を施した 
図 6 オフェンス・リバウンドの機会に対する支配率とネット・レーティング（NBA） 
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図 7　 100 回のポゼッションあたりのターンオーバー数とネット・レーティング（B リーグ）
タイトル（柱） 
生涯学習とキャリアデザイン - 13 - 
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図 8 　100 回のポゼッションあたりのターンオーバー数とネット・レーティング（NBA）
《掲載文の種類》 
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注 1．上位チーム（プレーオフに出場した 16 チーム）に下線と斜体を施した 
図 8 100 回のポゼッションあたりのターンオーバー数とネット・レーティング（NBA） 
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図 9 　フリースロー成功率とネット・レーティング（B リーグ）
タイトル（柱） 
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注 1．上位チーム（B.LEAGUE CHAMPIONSHIP 2016-17 に出場した 8 チーム）に下線と斜体を施した 





























注 1．上位チーム（B.LEAGUE CHAMPIONSHIP 2016-17に出場した 8チーム）に下線と斜体を施した
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注 1．上位チーム（プレーオフに出場した 16 チーム）に下線と斜体を施した 

















































.00 ～   .20
.20 ～   .40 ＋
.40 ～   .70 ＋＋
.70 ～ 1.00 ＋＋＋
.00 ～ －   .20
－ .20 ～ －   .40 －
－ .40 ～ －   .70 －－
－ .70 ～ － 1.00 －－－
eFG% OREB% TOV％ FT rate
Bリーグ ＋＋＋ ＋＋ －－
NBA ＋＋＋ －NRtg
《掲載文の種類》 
Lifelong Learning and Career Studies - 16 - 
 
注 1．上位チーム（プレーオフに出場した 16 チーム）に下線と斜体を施した 

















































.00 ～   .20
.20 ～   .40 ＋
.40 ～   .70 ＋＋
.70 ～ 1.00 ＋＋＋
.00 ～ －   .20
－ .20 ～ －   .40 －
－ .40 ～ －   .70 －－
－ .70 ～ － 1.00 －－－
eFG% OREB% TOV％ FT rate
Bリーグ ＋＋＋ ＋＋ －－
NBA ＋＋＋ －NRtg
《掲載文の種類》 
Lifelong Learning and Career Studies - 16 - 
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表 4 　Four Factors と NRtg の関連のまとめ














































の CHA はターンオーバ （ーTOV）を極力減らし、
フリースロー成功率（FT rate）を極力高めてい
るとも解釈できる（図 8、図 10参照）。これらの
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Minoru TAZAWA
Statistical analysis of B. LEAGUE and NBA
―Focusing on Four Factors of Basketball―
　Correlations between the four factors of 
basketball (effective field goal percentage, 
offensive rebounding percentage, turnover 
percentage, and free throw rate) and net 
ratings were investigated using data from 
professional basketball teams in Japan and 
North America. Statistical data of Japanese 
teams were collected from 60 games played 
by 18 B1 teams of the B. LEAGUE in the 
2016-2017 season and data of North American 
teams were collected from 82 games played by 
30 NBA teams in the same season. The results 
indicated (1) a strong positive correlation 
between eﬀective ﬁeld goal percentage and net 
rating in both B. LEAGUE and NBA teams. 
(2) In B. LEAGUE teams, a relatively strong 
correlation was shown between offensive 
rebounding percentage and net rating. (3) A 
relatively strong negative correlation was 
shown between turnover percentage and the 
net rating in B. LEAGUE teams, whereas a 
weak negative correlation was shown in NBA 
teams. (4) There were no correlations between 
free throw rate and net rating in either B. 
LEAGUE or NBA teams.
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